
＊八戸工業大学ホームページより引用 http://www.hi-tech.ac.jp/ 

本討論会の開催趣旨 

 日本原子力学会では、市民の方と学会員との対話の

場ともいうべき市民公開フォーラムを開催いたします。 

    ご関心のある方々にこのことをお伝えするとともに、参
加のご案内を申し上げます。 

  原子力は、その有益な利用が期待されていますが、近
年に不安を生じさせるいくつもの出来事が起き、エネル

ギーとしての利用に疑問を投げかける声も少なくありま

せん。原子力と社会との有機的な共生関係を築くには何

が必要かを根本から検討するために、学会内には社会・

環境部会を設立し、様々な活動を行っています。 

 そのひとつに、連鎖的に議論を広め、深めていくチェイ

ンディスカッションの活動があり、これまで１４回の討論会

を重ねてきましたが、社会との対話の重要性の認識のも

と、討論を公開の場で行い、市民の皆さまの生の声を聞く

機会とするよう、第１５回討論会を以下の要領で実施い

たします。 

 どうぞお気軽にご参加下さり、原子力に対する率直な

ご意見をお聞かせ下さい。 

  

 討論テーマ「原子力の専門家に望まれていること」と題

して、以下の講演者の方に、本テーマの趣旨に沿った演

題にてご講演をいただき、会場からの質疑と自由討論を

行います。 

  

 講演者 ： 

■東海村住民                根本 紀正  氏 

 「住民の目から望むこと」    

 

■ＮＨＫ仙台放送局             菊地 卓司  氏             

  「マスコミの目から望むこと」 

 

■原子力学会倫理委員会         班目 春樹  氏             

  「原子力専門家はどうあるべきか」 
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討論会幹事 ：         三島  毅   
千歳 敬子 
山田 耕治 

  日本原子力学会・社会環境部会ホームページ 
  (http://wwwsoc.nii.ac.jp/aesj/division/sed/main.htm) 

  討論テーマ 

  「原子力の専門家に 

           望まれていること」  
（第１５回チェインディスカッション） 

市民公開フォーラム 

（公開討論会）へのご案内 

開 催 日 ： 平成１７年９月１４日（水） 

開催時間： １３時～１５時３０分 

 日本原子力学会 社会・環境部会 

開催場所： 八戸工業大学 

           教養棟旧館 講義室２１１ 
     （日本原子力学会・秋の大会・M会場） 
 

    

 ＊ 参加ご希望の方は当日会場にお越し下さい。 

一般参加自由（無料）！ 

企画 

 日本原子力学会・社会環境部会 

  座長 ： 

       京都大学          中込  良廣  氏          

本館１階 

総受付 

教養棟旧館 

講義室２１１ 

M会場 

N 

(1)東北新幹線「八戸駅」から八戸線に乗り換え「本八戸駅」下車。乗り換え含め約20分。 

  タクシーで約25分。片道2500円（交通事情による）。 

  市営バス「工業大学」行にて約35分。本八戸駅前バス停より1時間1本程度、片道640円。 

  直通バス 運行スケジュールは8月末に学会HP(http://wwwsoc.nii.ac.jp/aesj/)掲載予定。 

       13～15日通しで1000円。★はバス乗降場。 

 

(2)東北新幹線「八戸駅」よりタクシー約40分。片道約3500円。市営バスで八日町乗り換えもある。 

 

(3)三沢空港から「八戸市内」行バスにて約50分。終点「八日町」下車（下記、直通バス乗り場 

  近く）。時刻表 http://misawaairport.lantecweb.net/timetable/bus.html 

 

(4)青森空港から「青森駅」までシャトルバス（約45分）、「青森駅」から「八戸駅」まで東北線 

  特急にて約60分。「八戸駅」からは(1)または(2)と同様。 

 

(5)八日町バス停より市営バス「工業大学」行にて約30分。タクシー約20分。 

 


